
DATABridge™

分析と意思決定の向上を可能にするMCPホストデータの抽出と変換

ETLテクノロジーを活用して 
意思決定の支援と 
データウェアハウジングを改善
ビジネスの現場では、主要な業績指標を正しく
理解しながら、より正確な情報に基づいた決断
をいち早く下すために、重要なビジネス情報へ
のアクセスが必要となります。そのビジネス情報
（BI）戦略に合わせてデータベースシステムに
ある情報へのアクセスを可能にしている組織に
とっては、セキュリティ、データ整合性、コスト、
パフォーマンスはどれも最大の関心事です。

大部分の意思決定ツールや BIは、リレーショ
ナルデータベースのみをサポートしているた
め、Unisys ClearPath MCPサーバーとその
ノンリレーショナル DMSIIデータベースを使用
している組織にとっては使いにくいものです。
Attachmate® の DATABridge™ は、Unisys®

MCP DMSIIデータとDMSII以外のデータを
セカンダリシステムに安全に統合する、包括的
な ETL（Extract＝抽出、Transform＝変換、
Load＝読み込み）ソリューションを提供するこ
とにより、解析と処理を目的としたビジネス情
報へのアクセスを容易にし、同時にホストリソー
スの節約も実現します。

DATABridgeを使用すると、 生産データを
Oracle®、DB2、Microsoft® SQL Serverなど
のリレーショナルデータベースや、まったく別
の Unisysホストシステムにある DMSIIデー
タベースに簡単に統合できます。また DB2、
SQLServer、Oracle用の DATABridgeクライア
ントは、Windows Vista™、Windows XPおよ

び 2003、Windows 2000 Datacenter、
UNIX、AIX、Red Hat Linuxを含む数々
の OS環境に対応するため、DATABridge
のソリューションは既存の IT 基盤にシーム
レスに適合し、組織の意思決定プロセス
の一本化をこれまでになく容易にします。

ETLの利点を活用すると同時に 
完全な管理と制御を維持
今日の企業環境では、会社のデータに 
タイムリーにアクセスできることが競争上
の利点獲得につがなります。しかし実際に
は、アクセスが困難なことも頻繁にありま
す。MISとメインフレームのリソースがカ
スタマイズされたレポートの作成に使用さ
れると、トランザクション処理まで手が回り
ません。DATABridgeを使用して DMSII
データをSQL Server、DB2、Oracleデー
タベースにダイナミックな形で統合すると、
レポートのカスタマイズよりも簡単かつ総
合的にリレーショナルデータを操作でき 
ます。

DATABridge
分析と意思決定の向上を可能にする 
MCPホストデータの抽出と変換

ここでは、ノンリレーショナル DMSII 
データベースがWindows、UNIX、
AIX サーバー上でターゲットのリレー
ショナルデータベースにコピーされて
います。

主な特長

•	 リア ル タイム の 
データリカバリを 

可能にするオーディット 
ミラーリング

•	 メインフレームの 
リソース使用率を低

減する高速ファイル転送

•	 DATABridge Enterprise
でメインフレームのリソー
スを大幅削減、データク
ローニングと更新の効率
化と高速化

• Unisys MCPデータ複製
を安全に自動化

• DMSIIデータとそれ以
外のデータを、Oracle、
Microsoft SQL、その他
のリレーショナルデー
タベースとシームレス
に統合

• Windows、 Sola r i s、
HP-UX、Red Hat Linux 
など、多様なデータベー
ス クライアント プラット
フォームに対応。
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製品カタログ

DATABridgeは、別個のモジュールを組み
合わせて ETL 技術に対応している他のソ
リューションとは異なり、完全な整合性を持
つオールインワンの ETLソリューションを実
現します。抽出、変換、読み込みを同時進
行で行い、他のユーティリティを利用する必
要もありません。直接的かつリアルタイムな
DATABridgeの抽出･変換アプローチは、負
荷増加につながる余分なファイルを作成する
こともありません。

DATABridgeではデータソースとデータター
ゲットで詳細なフィルタリングが可能なため、
データベース管理者がデータの抽出を完全
に管理できます。また DATABridgeはカス
ケードフィルタリングにも対応しているので、
複数レベルでデータをフィルターできます。
これにより、会社内の各グループが、必要
に応じて完全にカスタマイズされたデータを
受け取ることが可能となります。

DATABridgeは、DMSIIデータベースの完
全なクローンを作成したり、選定されたデー
タセットへのコピーを制限したり、特定のデー
タセット内のデータを個別の記録や項目にま
で細かくフィルターすることもできます。デー
タベースのクローンは、ユーザーが指定し
た間隔で更新され、変更された記録のみが
アップデートされます。変更された記録のみ
がオリジナルのデータベースからターゲット
のデータベースへ転送されるため、ホスト
システムにかける負荷を最小に抑えながら、
アップデートを頻繁に実行できます。こうし
て作成されたデータは、レポート作成、照会、
分析に利用され、企業でのより良い意思決
定をサポートします。

さらに DATABridgeは、イベントドリブン式
の自動アップデートと、DMSIIオーディット
トレイルの読込･解読能力を備え、ソースと
ターゲットのデータベースの完全同期化を実
現します。これによりコピーされたデータの
整合性が保証されるため、毎日の営業終了
時の DMSII処理やその他の定期的作業とリ
レーショナルデータベースとの同期化に最適
です。

MCPホストデータを安全に 
パブリッシュ、ウェブ上で 
便利なアクセス
MCPホストデータをイントラネットやエクス
トラネットでパブリッシュすると、ウェブブ
ラウザからアクセスできるようになります。
DATABridgeを使用して DMSIIデータをリ

レーショナルデータベースにコピーし、便利
なウェブ上のアクセスを可能にすると、その
データを任意のウェブパブリッシングツールで
フロントエンド処理することができます。

DMSIIホストデータをウェブアクセス可能な
リレーショナルデータベースへコピーし、そ
のアクセスを制限することにより、ホストシ
ステムには一切触れずに、顧客、提携他社、
その他の関係者に情報へのアクセスを提供
できます。すなわち、ホストシステムのセキュ
リティは未知のユーザーから守られるわけ 
です。

DMSIIを開発システムにコピー
MCPホストデータを開発システムにコピーす
ると、生産システムのトランザクション処理
を保護します。開発者がアクセスするのは生
産データのコピーなので、オリジナルの生
産データの整合性を守ることができます。ま
た開発者は、データベースの指定された部
分だけをコピーするように DATABridgeを設
定し、基幹データを守ることもできます。ク
ライアント別にデータフィルタを設定できるた
め、適切なデータのみが配布されることにな
ります。

アプリケーション開発能力の向上
データをコピーすると、DMSIIデータをフィ
ルタし、市販のアプリケーションで利用でき
る形にフォーマットできるため、アプリケー
ション開発プロセスの向上が可能となりま
す。大部分のパッケージアプリケーションは
リレーショナルデータベースモデルを基本と
しているため、DMSIIデータベースからリ
レーショナルデータベースへデータをコピー
すると、操作がさらに簡単になります。

DATABridgeのコンポーネントを 
利用したプロセスの自動化

リアルタイムデータリカバリを可能にする
DATABridgeオーディットミラーリング

DATABridgeオーディットミラーリングは、
オーディットファイルをWindowsプラット
フォームやセカンダリMCPへバックグラウン
ドでミラーリングし、データリカバリの時間
を最小化することにより、緊急時の復旧に役
立ちます。リアルタイムのデータリカバリの
能力を得ることで、リカバリポイントオブジェ
クティブ (RPO)が高速化します。

システムの必要条件

•	フラットファイルデータ及び
Unisys MCP DMSII対応の
ETL

• Oracle、Microsoft SQL、 
その他のリレーショナルデー
タベース内のホストデータと
のシームレスな統合

• データベース複製（全部 
または一部）サポート

• 選定フィルタリング
• イベントドリブン式の自動アッ
プデートと通知サポート

• ダイナミックなコンフィギュ
レーションを持つため、変更
の度にプログラムの再起動は
不要

• デバッグとパフォーマンス統
計の表示を目的としたトレー
スファイルモニタリング

• サーバーアクティビティのモニ
タリング

• O r ac l e と SQL  Se r ve r 
Windowsクライアントは、
Windows 2000 Server、
A d v a n c e d  S e r v e r、
Datacenter対応

• Joe Joseph & Associates, 
Inc.との共同開発

DATABridge付属 
コンポーネント
•	 DATABridge Host
• DATABridge Plus
• DATABridge FileXtract

DATABridgeクライアントの 
オプション
•	 Windows上のOracle用

DATABridge Client
• Windows上の SQL Server用

DATABridge Client
• HP-UX上のOracle用 

DATABridge Client
• SunOS上のOracle用

DATABridge Client
• Linux上のOracle用

DATABridge Client
• Unisys MCP Systems用

DATABridge Twin
• Unisys MCP Systems用

DATABridge DMSII Client
• IBM® AIX上のOracle用 

DATABridge Client
• IBM AIX上の IBM DB2用

DATABridge Client

次ページへ続く
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システムの必要条件

前ページからの続き

アドオンコンポーネント :
•	 DATABridge  Enterprise 

Server
• DATABridge Audit Mirroring
• DATABridge High Speed File 

Transfer

DATABridge 
ホストの必要条件
•	 MCP v46.1以降をサポート 
するUnisys MCP System 

• DMSII v46.1以降

DATABridge Windows 
クライアントの必要条件
ハードウェア
•	 Pentium® PC（400 mHz 
またはそれ以上、複数の CPU
構成を推奨）

- 512 MB RAM（1024 MB
を推奨）

- 100 MBのディスク容量
（DMSIIデータに必要な
ディスク容量とは別）

   - または -
• Unisys ES7000

オペレーティング システム
• 次のいずれか :

- Windows Vista 

- Windows XP pro 

-  Windows 2003

-  Windows 2000 Server

- Windows 2000 Advanced 
Server

- Windows 2000 Datacenter 
Server

• 次のいずれか :

- Microsoft SQL Server 
2005 (v9.0) SP1または
SP2

- Microsoft SQL Server 
2000 (v8.0) SP1、SP2、
SP3、SP4

- Microsoft SQL Server v7.0  
-  Oracle v9iまたは v10g 

DATABridge UNIXおよび
Linuxクライアントの必要条件
•	 次のシステムのいずれか :

- SunOS™ v5.8以降、
Oracle v9iまたは 
v10gを実行中の 
Sun Microsystems™ 
SPARCstation™ 

次ページへ続く

メインフレームのリソース使用率を低減する
DATABridge High Speed File Transfer 
（高速ファイル転送）

DATABridge High Speed File Transferコ ン
ポーネントを利用すると、コストの削減につな
がります。DATABridgeを介してファイルを転
送するとメインフレームのリソース利用度を大き
く低減できます。高速ファイル転送によって、
テキスト転送、プリンター、データファイル処
理によるMCP負荷が殆どなくなります。

リアルタイムのコピーパフォーマンスを 
実現する DATABridge Plus

DATABridge Plusは、DMSIIデータベースを
リアルタイムでコピーする主要なコンポーネント
です。標準の DATABridgeでは、現在のオー
ディットファイルが閉じてからターゲットデータ
ベースに DMSIIデータベースのアップデート
が送信されます。このプロセスをスピードアッ
プするには DATABridge Plusが最適です。
DMSIIオーディットファイルを閉じている瞬間を
除いて継続的なデータベースのアップデートを
実行し、意思決定、ウェブアクセス、その他
のデータアクセスニーズに応えるために、リア
ルタイムのデータアクセスを可能にします。

DATABridge Plusは、ユーザーが気付かない
ほどのレベルで、現在のオーディットファイル
を読み込み、アップデートをリレーショナルデー
タベースまたは複製された DMSIIデータベー
スへリアルタイムで送信します。オーディットファ
イルを長時間にわたり開いている場合でも、
意思決定に必要なリアルタイムで正確なデータ
を利用できます。

DATABridge Plusは、処理するデータ量を削
減し、オーディットファイルの定期的な細かい
アップデートを行うことでシステムへの負荷を
軽減します。アップデートのプロセスはスムー
ズで、ネットワークの帯域幅にピークなどの極
端な事態を発生させません。

DMSII以外のデータコピーを実行する 
DATABridge FileXtract

多くの組織では、 処理･解析を行うため
に Unisys MCP ホストから DMSII 以 外 の
データをコピーする能力が必要とされていま
す。DATABridge FileXtract ™は、 まさにそ
の要求に応えるためのコンポーネントです。
FileXtractはアプリケーションファイル、COMS 
TTrail (Communications Transaction Trails)、
システムサマリログ、サポートされているそ
の他のファイル内で、ファイルデータの解析を

可能にします。Sample Readerライブラ
リでは、データファイルを Oracle、SQL 
Server、DB2にコピーするように設定さ
れています。

FileXtract は DATABridge と 同 様 に、
UNIXや Windowsサーバーなどのセカ
ンダリシステムにデータをコピーするた
め、生産データは外部の影響を受けませ
ん。レポート作成を容易にするために、
FileXtractは Microsoft Access、Excel、
Crystal Reportsなどの業界標準のレポー
ト作成ツールを利用します。

効率化を実現する 
DATABridge Enterprise Server

DATABridge Enterprise Server (DBE)
は、現在のホスト処理をWindowsのサー
バーに移行することで、メインフレームの
リソースを大幅に節約します。DBEは、
メインフレームをホストするUnisys MCP 
のサーバー部分、または、メインフレーム
ディスクを可視できる別個のマシン上にイ
ンストールすることができます。DBEは、
DATABridgeホストとユーザー選定による
DATABridgeクライアントの間に位置し、
クライアントシステムにデータを送信する
前にすべてのホスト関連の処理と I/Oオペ
レーションを実行します。

DBEを実装すると、ホスト負荷の削減の
影響がすぐに現れ、データのクローニング
とアップデートが大幅に高速化されます。
DBEは、次のクライアントに向けてデータ
を解析する前に一度だけオーディットファイ
ルを処理します。必要なフィルタを作成す
る能力により、各クライアントがそれぞれ
必要なアップデートだけを受け取ることが
できます。直感的なグラフィカル インター
フェイスにより、表示されるさまざまなソー
スやデータのレイアウトも簡単に理解でき
ます。

DMSIIデータベース全体の 
ホスト間クローニングを可能にする
DATABridge Twin Client

DATABridge Twin Clientは、セカンダリ
DMSIIデータベースに向けて、DMSIIデー
タベース全体の論理的ホスト間クローニ
ングを実行します。プライマリデータベー
スからデータセットをコピーし、セカンダ
リデータベースを継続的にアップデートし 
ます。



製品カタログ

DATABridge Twin Clientは、プライマリデー
タベースと同一のクローンデータベースを作
成するため、プライマリデータベースで利用
しているホストアプリケーションがセカンダリ
データベースでもシームレスに利用できます。

DATABridge Twin は Windows や UNIX ク
ライアントと同様に、クエリを多発し時間が
かかるアプリケーションから生産ホストを解放
したり、アプリケーションテストの促進に使
用できます。

選定クローニングを実行する 
DATABridge DMSII Client

DMSII Clientは、DMSIIデータベースを別
の DMSIIデータベースにいつでも論理的ク
ローニングできますが、１つだけ違いがあ
ります。その違いとは、コピーやアップデー
トを行う際に選択的クローニングを実行し、
プライマリデータベースとは異なる独自のセ
カンダリデータベースを作成することです。
DMSII Clientは、行と列のフィルタリングが
可能で、プライマリデータベースを再構成し
た後で構成を再クローンする能力も備えてい
ます。

このクライアントを使用すると、１つのホスト
から複数のホストへカスタマイズされたデータ
を送信することができ、企業の規模にかかわ
らずエンドユーザーの柔軟なアクセスが可能
となります。

DATABridgeの実装で、 
BI 解析の向上とコスト削減
DATABridgeは、基幹データを統合し、BI
解析の実行を可能にすることにより、組織の
意思決定者を支援します。選定データをホ
ストからリレーショナルデータベースや複数
のデータベースに移行することにより、傾向
を分析したり、複数の外部ソースからのデー
タを組み合わせたり、多様な解析を行って
意思決定の基盤を作ります。
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DATABridgeは、UNIXや Windowsシステ
ムに大量の過去のデータを保存する能力を増
強します。これによりデータのストレージを開
放し、ホストトランザクションの処理速度を最
大化します。DATABridgeの基本設計概念は、
大量処理の環境にも最適です。多くの類似
品とは異なり、DATABridgeなら何万というト
ランザクションとそれに続くアップデートを同
時かつ容易に処理します。

DATABridgeは、ビジネスのフットワークを
俊敏にするために、データベース管理者と
意思決定者が必要とするツールと情報を提
供します。それと同時に、費用がかかるク
エリと処理からもホストを解放します。

Attachmate社について
Attachmate社は、企業の IT投資の拡大、
管理、セキュリティ保護のお手伝いをいたし
ます。当社は、端末エミュレーション、ホ
ストシステムとの統合、PCライフサイクル
管理などを行う製品から、革新的なシステ
ムやセキュリティ管理ツールまで、さまざま
なソリューションを提供しております。当社
の技術を利用して、世界中で 65,000社
以上のお客様が、新しく有意義な手法で IT
資産を活用しています。詳細については、
www.attachmate.co.jpをご覧ください。

システムの必要条件

前ページからの続き
- HP-UX v10.x以降、

Oracle v9iまたは v10gを
実行中のHP® 9000/700
または 800 Seriesマシン

- Redhat Linux, Intel 
platforms、 v7.1、Linux 
kernel 2.6以降、Oracle 
v9iまたは v10g

- AIX 5L以降、Oracle v9i
または v10g OR DB2® 
v8.x（8.2を推奨）を実行
中の IBM pSeries®

• 100 MBのディスク容量
（DMSIIデータに必要な 
ディスク容量とは別）

DATABridge IBM AIX 
クライアントの必要条件
•	 IBM pSeries®

• 128 MB RAM 
（512 MBを推奨）

• DATABridge Client用に 
100 MBの空きディスク容量

• AIX 5L以降

AIX用 DATABridge Client for 
DB2の必要条件
•	 IBM pSeries 
• 256 MB RAM 
（512 MBを推奨）

• DATABridge Client用に 
100 MBの空きディスク容量

• AIX 5L以降
• DB2® v8.x 8.2を推奨


